
全聖徒主日・召天者記念礼拝（２０２０年１１月８日） 
 

※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 

 

前  奏 

讃 美 歌      “心いたみ悩むもの” ―４７０―  （1,3 節） 

懺  悔        式文１ページ 

詩編交読       詩編 ３４編   ※別紙をご覧ください 

   

グロリア・パトリ           式文３ページ  

キ リ エ                式文４ページ 

グロリア・イン・エクセルシス   式文６ページ 
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聖書朗読    マタイによる福音書 5：1～12      （新約 6 頁） 

信仰告白     ニケア信条 式文１１ページ  

説  教      『天の国のレガシー』           李正雨師 

献金 ・奉献唱    式文１３ページ 

教会の祈り                            

召天者記念の祈り          

聖餐の序詞      式文２２ページ  

陪   餐 

（※いずれの教会においても、父と子と聖霊のみ名によって洗礼を受けられた方は  

聖餐の恵みに与ることが出来ます。洗礼がまだの方でも祝福に与ることが出来ます。 

案内に従って、どうぞ前へとお進みください。） 

 

陪餐の感謝       式文３０ページ  

祝  福 

讃 美 歌        “いつくしみ深き” ―３７１― (1,3 節) 

後  奏  

☆初めて教会へいらした方々、ようこそおいでくださいました。教会員一同心

から歓迎いたします。共に神様に心を向けることができ感謝します。 

 

☆本日は全聖徒主日です。地上の生涯を終えて神の許に召された信仰の先輩と、 

私たちの家族を覚えて礼拝をいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心の貧しい人々は、幸いである、天の国はその人たちのものである。 

（マタイ 5：3） 

 



 

 

 

 

詩編 ３４編                                

どのようなときにも、わたしは 主
し ゅ

をたたえ、 

   わたしの 口
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は 絶
た
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び
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う た
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し ゅ
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   ひとつになって 共
と も

にみ 名
な

をあがめよう。 
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   苦
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